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特  集
TICAD VI の機会に
アフリカ開発を考える

●�

ア
フ
リ
カ
開
発
と
政
治

　

紛
争
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
め
ぐ
る
問
題

は
、
開
発
と
深
く
関
わ
る
。
紛
争
後
の

平
和
構
築
に
は
開
発
援
助
機
関
が
深
く

コ
ミ
ッ
ト
し
、
治
安
部
門
改
革
の
よ
う

な
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
主
導
し
て
き
た
。

ガ
バ
ナ
ン
ス
は
ド
ナ
ー
の
主
要
関
心
事

の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
た
と
え
ば
世
界
銀

行
は
世
界
各
国
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
指
標
を

作
成
し
、
ま
た
各
国
の
政
策
や
制
度
を

評
価
し
て
資
金
配
分
の
根
拠
と
し
て
い

る
。

　

政
治
に
関
わ
る
分
野
は
、
ア
フ
リ
カ

開
発
に
お
い
て
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

汚
職
の
蔓
延
、
人
権
抑
圧
、
紛
争
や
政

治
的
不
安
定
な
ど
、
ア
フ
リ
カ
で
は
政

治
に
関
わ
る
課
題
が
繰
り
返
し
指
摘
さ

れ
て
き
た
。
二
〇
一
三
年
の
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｄ 

Ⅴ
で
採
択
さ
れ
た
「
横
浜
行
動
計

画
」
に
お
い
て
も
、「
平
和
と
安
定
、

民
主
主
義
、
グ
ッ
ド
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
定

着
」
は
六
つ
の
主
要
課
題
（
ピ
ラ
ー
）

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
近
年
の
ア
フ
リ
カ
政
治

の
動
向
と
課
題
を
大
づ
か
み
に
捉
え
て

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
観
点
か
ら
評
価
し
、
そ

う
し
た
分
析
が
持
つ
政
策
的
含
意
に
つ

い
て
考
え
た
い
。

●�

武
力
紛
争
の
ト
レ
ン
ド

　

ま
ず
、
近
年
の
武
力
紛
争
の
傾
向
を

明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。
図
１
は
ウ
プ

サ
ラ
大
学
が
提
供
す
る
デ
ー
タ
に
基
づ

き
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
紛
争
発
生
件

数
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
同

デ
ー
タ
は
、
年
間
犠
牲
者
数
に
よ
っ
て

紛
争
を
強
度
（
一
〇
〇
〇
人
以
上
）
と

低
強
度
（
二
五
人
以
上
一
〇
〇
〇
人
未

満
）
に
分
け
て
い
る
。
強
度
の
紛
争
発

生
件
数
を
み
る
と
、
一
九
七
〇
年
代
半

ば
か
ら
増
加
に
転
じ
、
一
九
九
〇
年
代

初
頭
と
二
〇
〇
〇
年
前
後
に
二
つ
の
ピ

ー
ク
を
迎
え
た
が
（
代
表
的
な
紛
争
国

を
図
に
示
す
）、
そ
れ
以
降
減
少
し
て

武
内 

進
一

ア
フ
リ
カ
政
治
の
現
状
と
課
題

―
紛
争
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
視
点
か
ら
―

い
る
。

　

こ
の
点
は
、
犠
牲
者
数
に
つ
い
て
み

る
と
、
よ
り
は
っ
き
り
す
る
。
図
２
は

一
九
九
五
～
二
〇
一
四
年
の
紛
争
関
連

犠
牲
者
数
の
推
移
で
あ
る
。
こ
こ
に
は

三
つ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
、
戦
闘
関

連
死
者
数
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
な
ど
一
方

的
暴
力
に
よ
る
死
者
数
、
そ
し
て
非
国

家
ア
ク
タ
ー
間
の
紛
争
に
よ
る
犠
牲
者

数
を
合
算
し
た
数
を
示
す
が
、
二
〇
〇

〇
年
代
に
入
っ
て
犠
牲
者
数
は
明
ら
か
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に
減
少
し
て
い
る
。

　

紛
争
勃
発
件
数
や
犠
牲
者
数
が
減
少

傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
、
ア
フ
リ
カ
に

平
和
と
安
定
が
確
立
さ
れ
た
と
は
い
え

な
い
。
図
３
に
示
す
よ
う
に
、
現
在
も

な
お
ア
フ
リ
カ
で
は
幾
つ
か
の
地
域
で

紛
争
が
継
続
し
、
少
な
か
ら
ぬ
数
の
犠

牲
者
を
生
ん
で
い
る
。

　

紛
争
勃
発
件
数
や
犠
牲
者
数
の
減
少

は
、
平
和
の
到
来
と
い
う
よ
り
紛
争
の

性
格
変
化
と
し
て
捉
え
る
べ
き
だ
と
い

う
見
解
も
あ
る
（
参
考
文
献
①
）。
一

九
九
〇
年
代
に
冷
戦
終
結
に
よ
っ
て
国

際
政
治
や
各
国
の
統
治
シ
ス
テ
ム
が
大

き
く
動
揺
し
、
大
規
模
な
武
力
紛
争
が

起
こ
り
や
す
く
な
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年

代
に
な
る
と
そ
の
多
く
が
収
束
に
向
か

う
一
方
、
土
地
や
水
な
ど
資
源
を
め
ぐ

る
紛
争
や
イ
ス
ラ
ー
ム
急
進
勢
力
に
よ

る
紛
争
な
ど
、
従
来
と
は
異
な
る
性
格

の
紛
争
が
多
発
し
て
い
る
、
と
い
う
指

摘
で
あ
る
。

●�

紛
争
と
ガ
バ
ナ
ン
ス

　

紛
争
の
性
格
変
化
が
指
摘
さ
れ
る
一

方
で
、
紛
争
の
原
因
に
つ
い
て
は
連
続

性
が
み
ら
れ
る
。
ア
フ
リ
カ
の
紛
争
の

要
因
と
し
て
国
家
統
治
を
め
ぐ
る
問
題

の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
そ

の
点
は
近
年
も
基
本
的
に
変
わ
っ
て
い

な
い
。
ア
フ
リ
カ
の
紛
争
は
ほ
と
ん
ど

が
国
内
紛
争
、
内
戦
で
あ
る
。
内
戦
が

勃
発
す
る
の
は
、
端
的
に
い
え
ば
、
国

家
の
統
治
に
問
題
が
あ
り
、
そ
れ
に
不

満
を
抱
く
集
団
が
い
る
た
め
で
あ
る
。

　

ア
フ
リ
カ
で
は
、
独
立
直
後
こ
そ
先

進
国
に
倣
っ
た
競
争
的
多
党
制
が
多
く

の
国
で
採
用
さ
れ
た
が
、
一
九
六
〇
年

代
半
ば
以
降
は
軍
政
や
一
党
制
を
採
る

国
々
が
急
増
し
た
。
こ
れ
は
、
独
立
か

ら
間
が
な
く
、
政
治
的
に
不
安
定
な
な

か
で
、
競
争
的
な
政
党
政
治
を
排
し
て

権
力
の
確
立
を
狙
っ
た
措
置
と
解
釈
で

き
る
。
そ
う
し
て
確
立
さ
れ
た
集
権
的

体
制
は
、
ほ
ぼ
例
外
な
く
非
効
率
な
個

人
支
配
へ
と
堕
し
た
。
そ
こ
で
は
汚
職

や
人
権
侵
害
が
蔓
延
し
、
経
済
は
停
滞

し
た
。
一
九
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
約
二

〇
年
間
、
ア
フ
リ
カ
の
多
く
の
国
で
一

人
あ
た
り
国
民
所
得
は
低
下
を
続
け
、

国
家
は
恒
常
的
な
機
能
不
全
に
陥
っ
た
。

　

一
九
九
〇
年
代
の
ア
フ
リ
カ
で
深
刻

な
紛
争
が
頻
発
し
た
の
は
、
こ
う
し
た

状
況
の
帰
結
で
あ
る
。
冷
戦
終
結
に
よ

り
東
側
陣
営
が
消
滅
し
た
時
、
先
進
国

は
援
助
政
策
を
転
換
し
、
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ナ
リ
テ
ィ
と
し
て
「
民
主
化
」
を
強

く
求
め
た
。
経
済
危
機
の
ま
っ
た
だ
な

か
で
資
金
枯
渇
に
喘
い
で
い
た
ア
フ
リ

カ
諸
国
は
こ
の
要
求
に
応
え
る
し
か
な

く
、
一
九
九
〇
年
代
初
頭
に
多
く
の
国

が
一
党
制
か
ら
多
党
制
へ
と
転
換
し
た
。

経
済
危
機
と
国
家
の
機
能
不
全
、
そ
し

て
急
激
な
体
制
転
換
に
よ
る
政
治
の
不

安
定
化
が
権
力
闘
争
を
激
化
さ
せ
、
深

刻
な
紛
争
が
頻
発
し
た
の
で
あ
る
。
こ

の
時
期
の
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
国
家
統

治
に
関
し
て
は
、「
国
家
の
破
綻
」
と

い
っ
た
言
い
方
で
繰
り
返
し
そ
の
問
題

性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

　

近
年
の
大
規
模
な
紛
争
に
お
い
て
も
、

国
家
の
統
治
を
め
ぐ
る
問
題
が
深
刻
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
中
央
ア
フ
リ

カ
は
独
立
以
来
政
治
の
不
安
定
が
常
に

指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
二
〇
一
三
年
三

月
の
政
権
転
覆
後
に
宗
教
を
異
に
す
る

集
団
間
の
暴
力
が
激
化
し
た
。
南
ス
ー

ダ
ン
は
独
立
か
ら
わ
ず
か
一
年
半
で
内

戦
に
突
入
し
た
が
、
紛
争
の
実
態
は
政

権
を
獲
得
し
た
元
反
政
府
武
装
勢
力
の

内
部
分
裂
で
あ
り
、
政
治
指
導
者
間
の

権
力
闘
争
に
端
を
発
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
い
ず
れ
も
国
家
統
治
を
め
ぐ
る
問

題
が
昂
じ
て
紛
争
に
至
っ
た
も
の
で
、

従
来
と
同
じ
構
図
で
あ
る
。
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近
年
の
新
た
な
紛
争
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
急
進
的
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
運
動
も
、

国
家
の
統
治
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
深
く
関

係
し
て
い
る
。
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
や
マ
リ
、

ソ
マ
リ
ア
で
活
動
す
る
武
装
勢
力
は
、

イ
ス
ラ
ー
ム
国
（
Ｉ
Ｓ
）
や
ア
ル
カ
ー

イ
ダ
な
ど
外
部
勢
力
と
の
関
係
を
し
ば

し
ば
強
調
す
る
。
し
か
し
、
彼
ら
は
外

部
の
影
響
だ
け
で
武
装
闘
争
を
開
始
し

た
わ
け
で
は
な
い
。
国
家
の
統
治
を
根

本
要
因
と
す
る
紛
争
が
長
年
に
わ
た
っ

て
間
欠
的
に
繰
り
返
さ
れ
る
な
か
、
近

年
に
な
っ
て
そ
の
ア
ク
タ
ー
が
グ
ロ
ー

バ
ル
な
イ
ス
ラ
ー
ム
急
進
主
義
と
の
関

係
を
強
調
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

方
が
正
し
い
。

●�

ア
フ
リ
カ
政
治
と
民
主
主
義

　

国
家
統
治
の
あ
り
方
が
紛
争
要
因
と

な
る
以
上
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
政
治
リ
ス

ク
を
示
す
指
標
と
な
る
。
た
と
え
現
在

は
紛
争
が
起
こ
っ
て
い
な
く
と
も
、
ガ

バ
ナ
ン
ス
が
悪
い
国
は
そ
の
リ
ス
ク
が

高
い
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
ガ
バ
ナ
ン

ス
は
多
義
的
な
概
念
で
あ
り
、
客
観
的

な
指
標
で
測
定
し
に
く
い
が
、
あ
る
程

度
の
共
通
理
解
を
構
築
す
る
こ
と
は
可

能
で
あ
る
。
エ
リ
ト
リ
ア
や
赤
道
ギ
ニ

ア
で
現
在
大
き
な
紛
争
は
起
こ
っ
て
い

な
い
が
、
こ
う
し
た
国
々
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
が
劣
悪
で
政
治
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と

は
大
方
の
同
意
が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

民
主
主
義
の
深
化
と
い
う
観
点
で
評

価
す
る
と
、
近
年
の
ア
フ
リ
カ
政
治
は

両
義
的
な
状
況
に
あ
る
。
一
方
で
、
近

年
の
ア
フ
リ
カ
に
は
、
民
主
主
義
の
深

化
と
評
価
で
き
る
事
例
を
幾
つ
も
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
。
冷
戦
期
に
権
威
主

義
的
な
統
治
を
敷
い
た
ガ
ー
ナ
や
ベ
ナ

ン
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
民
主
化
し
て

以
降
、
そ
の
体
制
を
維
持
し
選
挙
を
通

じ
た
政
権
交
代
を
何
度
も
経
験
し
た
。

一
九
九
九
年
ま
で
軍
事
政
権
が
続
い
た

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
で
も
、
二
〇
一
五
年
に

初
め
て
選
挙
に
よ
る
政
権
交
代
が
実
現

し
た
。
冷
戦
終
結
か
ら
四
半
世
紀
が
経

過
し
、
ア
フ
リ
カ
で
民
主
主
義
の
定
着
、

深
化
が
進
ん
で
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

　

し
か
し
逆
に
、
民
主
主
義
の
形
骸
化

を
示
す
事
例
に
も
事
欠
か
な
い
。
近
年

目
立
つ
の
は
、
憲
法
に
定
め
ら
れ
た
大

統
領
三
選
禁
止
条
項
を
無
視
し
た
り
改

変
し
た
り
し
て
、
政
権
の
長
期
化
を
図

る
事
例
で
あ
る
。

　

三
選
禁
止
条
項
は
、
冷
戦
終
結
後
に

ア
フ
リ
カ
諸
国
が
多
党
制
を
導
入
し
た

際
に
多
く
の
国
で
憲
法
に
採
り
入
れ
ら

れ
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入

る
と
、
チ
ャ
ド
、
ウ
ガ
ン
ダ
、
カ
メ
ル

ー
ン
、
ジ
ブ
チ
、
ア
ン
ゴ
ラ
な
ど
、
こ

れ
を
改
変
し
て
大
統
領
任
期
を
延
長
す

る
国
が
現
れ
る
。
二
〇
一
五
年
に
は
、

ブ
ル
ン
ジ
、
ル
ワ
ン
ダ
、
コ
ン
ゴ
共
和

国
が
同
条
項
の
無
効
化
や
改
変
を
行
っ

た
。
こ
の
う
ち
最
も
激
し
い
抗
議
行
動

が
展
開
し
た
ブ
ル
ン
ジ
で
は
、
政
権
側

が
治
安
機
関
を
動
員
し
て
鎮
圧
し
、
多

く
の
死
傷
者
を
出
し
た（
参
考
文
献
②
）。

　

今
日
ア
フ
リ
カ
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
国

で
多
党
制
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
ガ
ー

ナ
、
ケ
ニ
ア
、
ザ
ン
ビ
ア
、
シ
エ
ラ
レ

オ
ネ
、
セ
ネ
ガ
ル
、
マ
ラ
ウ
ィ
な
ど
、

冷
戦
後
に
民
主
化
し
、
そ
こ
で
選
挙
を

通
じ
て
政
権
交
代
を
実
現
し
た
国
々
も

少
な
く
な
い
。
一
方
で
、
民
主
的
な
制

度
が
採
用
さ
れ
て
い
て
も
、
現
実
に
は

強
権
的
な
統
治
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
言
論
や
結
社
の
自
由
が
憲
法
で
謳

わ
れ
て
い
て
も
、
実
際
に
は
政
府
批
判

が
封
じ
ら
れ
、
御
用
野
党
し
か
存
在
し

な
い
国
も
珍
し
く
な
い
。

　

ア
フ
リ
カ
全
体
で
み
れ
ば
、
特
定
の

政
党
が
一
党
優
位
体
制
を
築
き
、
政
権

交
代
が
起
こ
ら
な
い
国
々
の
方
が
多
数

で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
の
一
党
優
位
体
制

は
、
優
位
政
党
の
起
源
に
着
目
す
る
と

三
つ
に
分
類
で
き
る
（
表
１
）。

　

第
一
に
、
独
立
時
の
解
放
運
動
が
、

多
く
の
場
合
一
党
制
の
経
験
を
経
て
、

今
日
の
一
党
優
位
体
制
を
築
い
た
例
で

あ
る
。
南
ア
フ
リ
カ
の
独
立
は
二
〇
世

紀
前
半
で
あ
り
、「
ア
フ
リ
カ
民
族
会

議
」（
Ａ
Ｎ
Ｃ
）
は
正
確
に
は
独
立
時

の
解
放
運
動
と
は
い
え
な
い
が
、
ア
パ

ル
ト
ヘ
イ
ト
体
制
を
打
倒
し
た
解
放
運

動
で
あ
り
、
体
制
転
換
後
は
政
権
を
握

り
続
け
て
い
る
。

　

第
二
に
、
反
政
府
武
装
勢
力
が
内
戦

に
勝
利
す
る
な
ど
し
て
政
権
を
樹
立
し
、

そ
の
後
文
民
政
党
に
転
換
し
て
政
権
の

座
に
留
ま
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
表
１
の

う
ち
、
ブ
ル
ン
ジ
だ
け
は
例
外
で
、
内

戦
の
軍
事
的
勝
利
で
は
な
く
選
挙
に
よ

っ
て
政
権
を
獲
得
し
た
。
内
戦
が
膠
着

し
、
国
際
社
会
の
介
入
に
よ
る
和
平
協

定
で
収
束
し
た
た
め
で
あ
る
。
第
三
は
、

表 1　アフリカの一党優位体制の分類―優位政党の起源―

独立時の解放運動
南アフリカ、モザンビーク、アンゴラ、ジブチ、
エリトリア、ジンバブウェ、ボツワナ、ナミビア、
タンザニア、カメルーン、ガボン

内戦時の反政府武装勢力
ブルンジ、チャド、コンゴ共和国、エチオピア、
ルワンダ、ウガンダ

クーデタ後に設立された政党
スーダン、セイシェル、トーゴ、赤道ギニア、ガ
ンビア

（注）�青の網掛けは、最高指導者を定期的に交代させている国を示す。灰色の網掛
けは、大統領三選禁止条項を廃止、無効化した国を示す。

（出所）筆者作成。
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ク
ー
デ
タ
の
後
に
そ
の
指
導
者
が
設
立

し
た
政
党
が
政
権
与
党
に
代
わ
っ
た
例

で
あ
る
。

　

表
１
か
ら
、
一
党
優
位
体
制
と
い
っ

て
も
多
様
な
こ
と
が
わ
か
る
。
最
高
指

導
者
を
定
期
的
に
交
代
さ
せ
て
い
る
国

も
少
な
く
な
い
し
、
南
ア
フ
リ
カ
の
よ

う
に
言
論
の
自
由
が
確
保
さ
れ
、
市
民

運
動
が
活
発
な
国
も
あ
る
。
た
だ
し
、

三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
の
な
か
で
は
、
内
戦

時
の
反
政
府
武
装
勢
力
を
起
源
と
す
る

政
党
が
政
権
を
掌
握
し
た
と
き
三
選
禁

止
条
項
を
無
効
化
す
る
こ
と
が
多
い
。

つ
ま
り
、
こ
の
タ
イ
プ
の
国
は
強
権
的

な
統
治
に
陥
り
や
す
い
。
こ
の
タ
イ
プ

に
属
す
る
エ
チ
オ
ピ
ア
は
議
院
内
閣
制

で
あ
り
大
統
領
の
三
選
禁
止
条
項
が
意

味
を
持
た
な
い
が
、
強
権
的
な
統
治
が

し
ば
し
ば
国
際
社
会
か
ら
批
判
さ
れ
て

い
る
。

　

一
党
優
位
体
制
を
築
く
政
党
は
治
安

機
関
と
深
い
結
び
つ
き
を
持
つ
た
め
、

強
権
的
な
統
治
を
実
行
す
る
能
力
が
あ

る
。
そ
う
し
た
統
治
手
法
を
実
際
に
選

択
す
る
か
ど
う
か
は
、
国
民
と
の
関
係

で
自
ら
の
政
治
権
力
を
ど
う
捉
え
て
い

る
か
に
依
存
す
る
だ
ろ
う
。
自
分
た
ち

の
権
力
基
盤
が
脆
弱
で
政
権
転
覆
の
危

険
が
強
い
と
考
え
れ
ば
、
強
権
的
な
統

治
手
法
を
選
択
す
る
可
能
性
が
高
い
。

反
政
府
武
装
勢
力
の
経
験
を
持
つ
政
党

は
、「
国
内
敵
」
へ
の
恐
怖
感
が
強
く
、

自
分
た
ち
の
権
力
基
盤
に
対
す
る
危
機

感
か
ら
強
権
的
な
統
治
手
法
に
訴
え
が

ち
な
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
分
析
と
、
紛
争
件
数
や
犠
牲

者
数
の
減
少
と
い
う
先
述
し
た
事
実
を

合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
近
年
の
ア
フ
リ

カ
政
治
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
評
価
で

き
る
。
内
戦
の
減
少
や
沈
静
化
は
、
ア

フ
リ
カ
諸
国
や
国
際
社
会
が
政
治
秩
序

の
確
立
に
取
り
組
み
、
一
定
の
成
果
を

上
げ
て
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
国
際

政
治
の
枠
組
み
が
変
動
し
、
紛
争
が
頻

発
し
た
一
九
九
〇
年
代
か
ら
時
代
は
変

化
し
た
。
た
だ
し
、
統
治
の
実
態
を
見

る
と
、
強
権
的
な
手
法
で
国
内
の
不
満

を
抑
え
込
ん
で
い
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く

な
い
。
強
権
に
依
存
し
た
統
治
は
、
抑

圧
が
政
権
へ
の
不
満
を
醸
成
す
る
た
め
、

不
安
定
化
へ
の
リ
ス
ク
を
内
在
さ
せ
て

い
る
。
そ
う
し
た
政
権
が
少
な
く
な
い

点
に
、
今
日
の
ア
フ
リ
カ
が
抱
え
る
政

治
秩
序
の
脆
弱
性
が
あ
る
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

●�

ガ
バ
ナ
ン
ス
分
析
の
政
策
的
含

意
　

最
後
に
、
本
稿
の
政
策
的
含
意
を
述

べ
て
結
び
と
し
た
い
。
国
家
の
統
治
は
、

外
部
ア
ク
タ
ー
が
技
術
的
に
操
作
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。
政
権
に
と
っ
て
死

活
的
な
問
題
で
あ
る
ほ
ど
、
外
部
ア
ク

タ
ー
の
影
響
力
は
限
ら
れ
る
。
ブ
ル
ン

ジ
は
援
助
に
依
存
し
た
小
国
だ
が
、
大

統
領
三
選
出
馬
の
再
考
を
求
め
て
国
際

社
会
が
様
々
な
圧
力
を
か
け
て
も
、
政

権
は
一
切
耳
を
貸
さ
な
か
っ
た
。
ま
た
、

統
治
制
度
は
人
々
の
思
想
や
信
条
に
関

わ
る
の
で
、
先
進
国
の
仕
組
み
を
そ
の

ま
ま
導
入
し
て
も
機
能
し
な
い
。
こ
れ

を
援
助
の
条
件
と
す
る
こ
と
に
は
慎
重

を
期
す
必
要
が
あ
る
。

　

た
だ
し
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
ガ
バ
ナ

ン
ス
に
対
し
て
外
部
ア
ク
タ
ー
は
口
を

つ
ぐ
む
方
が
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。
汚
職
に
せ
よ
、
人
権
抑
圧
に
せ
よ
、

見
過
ご
せ
な
い
状
況
で
あ
れ
ば
発
言
す

べ
き
で
あ
る
。
政
府
が
耳
を
貸
さ
な
く

と
も
一
般
の
人
々
を
勇
気
づ
け
る
し
、

も
し
そ
う
し
た
発
言
を
し
な
け
れ
ば
民

衆
の
信
頼
を
失
い
、
現
政
権
が
倒
れ
た

後
の
関
係
構
築
が
難
し
く
な
る
。

　

ガ
バ
ナ
ン
ス
分
析
の
政
策
的
含
意
と

し
て
強
調
す
べ
き
は
、
自
国
の
政
策
形

成
に
と
っ
て
の
重
要
性
で
あ
る
。
強
権

的
な
統
治
が
重
大
な
リ
ス
ク
要
因
で
あ

る
よ
う
に
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
当
該
国
の

将
来
を
見
極
め
る
た
め
に
有
用
な
分
析

ツ
ー
ル
で
あ
る
。
そ
の
国
と
ど
の
よ
う

に
付
き
合
っ
て
い
く
か
、
ど
の
程
度
の

外
交
資
源
を
投
入
す
べ
き
か
を
判
断
す

る
た
め
に
、
こ
れ
に
関
す
る
分
析
は
不

可
欠
で
あ
る
。
本
稿
は
今
日
の
ア
フ
リ

カ
政
治
に
つ
い
て
見
取
り
図
を
示
し
た

に
す
ぎ
な
い
が
、
よ
り
精
緻
な
国
別
の

ガ
バ
ナ
ン
ス
分
析
を
実
施
す
る
意
義
が

大
き
い
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

（
た
け
う
ち　

し
ん
い
ち
／
ア
ジ
ア
経

済
研
究
所　

地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）
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